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近
世
地
方
藩
医
に
お
け
る
文
化
活
動
と
医
師
の
教
養
形
成

土
浦
藩
医
辻
元
順
を
例
と
し
て

〔
要
旨
〕
本
論
文
は
、
近
世
後
期
の
惟
師
に
お
け
る
文
化
活
肋
と
教
養
形
成
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
本
論
文
で
は
、
近
壯
後
川
土
汕
滞
の
藩
腿
で
あ
っ
た
辻
元
順
の
生
活
史
に
お
け
る
文
化
橘
勤
と
彼
の
教
養
形
成

の
特
髄
に
熊
点
を
淵
て
る
。
辻
元
叩
は
、
そ
の
賊
実
な
惟
縦
枡
肋
の
傍
ら
、
祁
欣
、
洪
詩
、
附
画
僻
地
、
茶
道
な
ど

の
多
彩
な
文
化
椚
肋
を
Ⅱ
術
的
に
行
っ
て
い
た
。
彼
の
文
化
椚
肋
と
孜
侭
形
成
は
、
叩
な
る
デ
ィ
レ
ッ
タ
ン
テ
イ
ズ
ム

に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
彼
、
身
の
修
礎
に
深
く
絲
ぴ
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
近
川
後
期
に
お
け

る
知
識
人
の
典
型
的
な
文
化
的
生
涌
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
近
肚
後
期
、
滞
朕
、
朕
帥
の
日
附
生
椚
、
文
化
祇
勤
、
Ⅲ
己
敬
愛
形
成

Ⅱ
本
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史
学
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号
平
成
十
七
年
一
月
二
十
三
、
受
付

平
成
十
七
年
三
月
二
十
日
発
行
平
成
十
七
年
二
月
二
十
二
日
受
理

朧

澤

利

行



瀧澤利行：近世地方藩医における文化活動と医師の教養形成 84

医
療
者
の
医
療
思
想
や
診
療
態
度
あ
る
い
は
診
療
技
術
は
、
そ
の
人
が
い
か
な
る
専
門
的
な
修
練
や
制
度
的
教
育
経
験
を
受
け
て
き
た
か

に
依
存
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
共
通
の
修
練
体
系
や
制
度
的
教
育
を
得
な
が
ら
も
、
個
人
に
よ
っ
て
診
療
態
度

や
医
療
技
術
の
水
準
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
そ
の
態
度
や
技
術
を
担
う
個
人
の
知
的
水
準
や
潜
在
的
資

質
、
動
機
づ
け
、
生
育
環
境
な
ど
が
関
わ
る
こ
と
も
ま
た
既
知
の
範
晴
に
属
す
る
。
こ
の
医
学
・
医
療
を
担
う
人
々
の
診
療
態
度
や
医
療
技

術
の
水
準
に
関
わ
る
医
学
教
育
的
経
験
以
外
の
重
要
な
因
子
と
し
て
、
医
療
者
の
文
化
的
・
教
養
的
水
準
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
医
学

教
育
に
お
い
て
も
医
学
哲
学
や
医
史
学
を
は
じ
め
と
す
る
医
学
の
哲
学
的
、
歴
史
的
基
盤
を
内
容
と
す
る
教
育
の
重
要
性
に
加
え
て
、
一
般

教
養
の
充
実
の
必
要
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
よ
う
な
意
識
を
代
表
し
て
い
る
と
い
え
る
。

や
や
先
行
し
て
結
論
的
に
筆
者
の
問
題
意
識
を
提
示
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
四
点
に
集
約
で
き
る
。

①
医
療
者
の
医
療
思
想
や
診
療
態
度
、
あ
る
い
は
医
療
技
術
は
、
そ
の
人
自
身
の
文
化
・
教
養
の
水
準
と
比
例
す
る
。

②
医
療
者
の
文
化
・
教
養
の
水
準
は
そ
の
人
自
身
の
文
化
的
経
験
に
依
存
す
る
。

③
そ
の
時
代
の
医
療
の
質
を
規
定
す
る
の
は
そ
の
時
代
の
文
化
水
準
で
あ
る
。

④
広
義
の
保
健
医
療
の
成
果
と
は
人
間
と
社
会
の
文
化
的
洗
練
の
象
徴
で
あ
る
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
以
上
の
論
点
は
、
詳
細
な
時
代
的
制
約
や
地
域
的
特
性
の
検
討
を
捨
象
し
た
仮
説
的
提
起
に
過
ぎ
な
い
。
と
は
い

え
、
医
学
哲
学
や
医
史
学
の
必
要
が
強
調
さ
れ
な
が
ら
一
向
に
目
立
っ
た
進
捗
が
な
い
現
下
の
状
況
や
社
会
的
に
指
摘
さ
れ
る
現
代
医
療
の

問
題
点
な
ど
と
の
関
連
は
、
以
上
の
論
点
の
成
立
を
暗
示
す
る
と
は
い
え
ま
い
か
。

こ
れ
ま
で
医
師
ま
た
は
医
師
集
団
の
文
化
・
教
養
水
準
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
医
史
学
的
接
近
は
も
と
よ
り
、
社
会
学
的
接
近
も
含
め
て

（
■
１
）
（
２
）

活
発
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。
医
師
の
世
界
の
社
会
学
的
研
究
と
し
て
は
中
野
進
の
『
医
師
の
世
界
』
お
よ
び
「
新
・
医
師
の
世
界
』
が

緒

言
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あ
り
、
学
問
世
界
の
中
で
の
医
師
集
団
の
特
性
を
記
述
し
て
得
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、
職
業
集
団
と
し
て
の
医
師
世
界
の
歴
史
的
研
究

（
３
）
（
４
）

と
し
て
は
新
村
拓
の
「
古
代
医
療
官
人
制
の
研
究
』
が
典
薬
寮
を
中
心
と
し
た
医
師
社
会
の
形
成
史
を
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
世
後
期

（
〆
切
）
（
〆
ｂ
）

の
在
村
蘭
学
者
の
学
問
形
成
や
社
会
的
活
動
に
つ
い
て
は
、
田
崎
哲
郎
、
青
木
歳
幸
が
詳
細
な
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
医
師
の
「
医
業
」
以
外
の
文
化
・
教
養
水
準
を
分
析
し
た
研
究
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ
れ
は
、
医
師
た
ち
の
個
人
史

的
形
成
を
把
握
す
る
史
料
的
制
約
の
問
題
と
と
も
に
、
こ
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
的
視
点
に
立
っ
た
問
題
構
成
が
意
識
的
に
な
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
こ
と
に
も
由
来
し
よ
う
。

本
論
文
で
は
、
筆
者
が
把
握
で
き
た
土
浦
藩
医
辻
元
順
（
つ
じ
げ
ん
じ
ゆ
ん
）
の
事
絞
と
、
こ
の
方
而
で
の
彼
の
生
活
を
史
料
を
も
と
に

し
な
が
ら
、
近
世
最
後
期
に
お
け
る
地
方
医
師
の
文
化
・
教
養
形
成
の
実
情
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
、
前
述
し
た
課
題
意
識
を
さ
ら

に
縦
深
的
に
考
察
す
る
際
の
橋
頭
壜
と
し
た
い
。

辻
元
順
を
検
討
の
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
以
下
の
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
一
定
の
水
準
に
達
し
た
医
師
の
医
業
以
外
の
文
化
・
教
養
水
準
が
比
較
的
よ
く
わ
か
る
史
料
が
相
当
数
現
存
し
て
い
る
。
彼
の
文
人
と

し
て
の
教
養
、
具
体
的
に
は
和
歌
、
漢
詩
、
絵
画
、
茶
の
湯
と
い
っ
た
文
化
内
容
に
関
わ
る
彼
の
生
活
を
一
定
の
程
度
で
把
握
す
る
こ

②
背
景
と
な
る
中
級
武
士
層
の
生
活
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
辻
元
順
が
屈
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
近
世
後
期
に
お
け
る
中

級
武
士
階
層
の
平
均
的
な
教
養
形
成
の
あ
り
方
を
彼
の
生
活
を
通
し
て
類
推
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

③
彼
お
よ
び
彼
の
子
孫
が
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
医
師
と
し
て
開
業
し
て
い
る
こ
と
か
ら
近
代
地
方
医
師
の
祖
型
と
し
て
彼
ら
の
生
活

を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
医
師
の
生
活
移
行
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
点
に
着
日
し
、
近
世
後
期
地
方
藩
医
の
生
活
史
に
お
け
る
文
化
的
教
養
形
成
の
実
態
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
世
か
ら
近
代

の
移
行
期
の
医
師
の
医
療
観
と
教
養
形
成
の
関
連
を
考
察
す
る
一
助
と
し
た
い
。

し
て
の
教
養
、

と
が
で
き
る
。
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辻
元
順
（
写
真
１
）
は
、
享
和
三
二
八
○
三
）
年
三
月
十
五
日
に
常
陸
国
安
居
村
の
村
医
岡
本
元
隆
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
同
胞
の

有
無
、
長
幼
の
序
は
不
明
で
あ
る
。
諄
は
安
止
（
や
す
た
だ
）
と
い
う
。
元
順
、
号
は
秋
湖
、
竹
蔭
散
人
、
青
霞
堂
な
ど
と
称
し
た
。

実
家
で
あ
る
岡
本
家
は
陸
奥
庄
内
藩
酒
井
家
の
藩
医
と
い
う
が
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
実
父
の
岡
本
元
隆
は
、
元
順
が
建
て
た
墓
碑
の
墓

碑
銘
に
よ
れ
ば
、
庄
内
藩
医
の
次
子
と
し
て
生
ま
れ
、
諒
を
知
虚
、
字
を
仲
達
、
号
を
南
嶺
と
い
っ
た
。
安
永
年
間
に
多
紀
藍
溪
の
門
に
入

り
、
後
年
塾
長
を
務
め
た
と
い
う
。
天
明
年
間
に
多
紀
氏
が
は
じ
め
た
「
薬
品
会
」
に
お
い
て
元
隆
の
力
に
あ
ず
か
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な

壱
ｊ
）

（
｜
）
辻
元
順
の
履
歴

二
、
辻
元
順
の
略
歴
と
事
績

Ｌ『
■
■
■
■
▼

壷

》
言
圃
，
鰯
ゞ
ゞ曇
凹
口
ｒ

垂
１
個
畑
Ⅵ
詞

’
且
一
一
尋
』
一
一
一
ｒ
‐
二

臓
軽
、
戸
型

繊
恥

・
嘩
酉
．
．

L

Q，

』

『

、

I
Ｉ
』

写真l辻元順画像

「
薬
品
会
」
に
お
い
て
元
隆
の
力
に
あ
ず
か
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
寛
政
年
間
に
採
薬
の
た
め
に
諸
国
を
廻
っ
て

常
陸
国
新
治
郡
三
村
に
い
た
っ
た
と
こ
ろ
、
強
く
慰
留
を
す
す
め
る

者
が
あ
り
、
遂
に
安
居
村
に
住
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

元
順
は
、
十
八
歳
の
時
に
土
浦
藩
医
で
あ
っ
た
辻
益
順
（
え
き
じ

ゅ
ん
）
の
養
子
と
な
る
。
養
父
の
益
順
は
笠
間
藩
医
佐
野
順
に
外
科

正
骨
術
の
皆
伝
を
授
け
ら
れ
て
い
る
。
元
順
が
岡
本
家
か
ら
辻
家
に

養
子
に
入
っ
た
経
緯
は
、
推
考
し
う
る
も
の
の
な
お
不
明
と
せ
ざ
る

を
え
な
い
。
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
、
益
順
が
没
す
る
と
益
順
の

後
を
う
け
辻
家
の
家
督
を
継
ぎ
、
二
人
扶
持
御
徒
格
の
藩
医
と
な

る
。
藩
医
と
し
て
は
下
級
身
分
で
の
出
仕
で
あ
っ
た
。

天
保
川
（
一
八
三
三
）
年
の
一
月
、
三
十
歳
の
時
に
土
浦
を
発
ち
、
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二
月
十
八
日
に
華
岡
青
洲
の
春
林
軒
に
入
塾
し
、
晩
年
の
青
洲
に
師
事
す
る
。
一
年
間
の
春
林
軒
で
の
修
業
を
経
て
、
天
保
五
二
八
三

四
）
年
、
一
月
八
日
に
帰
藩
し
て
い
る
。
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
二
月
二
十
一
日
に
従
来
の
扶
持
米
二
人
扶
持
に
加
え
て
三
人
扶
持
を
加

増
さ
れ
、
計
五
人
扶
持
と
な
り
、
殿
中
で
の
格
式
は
御
広
間
番
格
と
な
る
。
天
保
九
（
一
八
三
九
）
年
七
月
一
口
、
三
十
六
歳
の
時
に
さ
ら

に
二
人
扶
持
を
加
増
さ
れ
、
計
七
人
扶
持
と
な
り
、
御
医
師
見
習
次
と
な
る
。
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
八
月
四
日
、
四
十
一
歳
で
御
医

師
見
習
と
な
る
。
な
お
、
こ
の
年
に
先
妻
の
梅
と
の
間
に
生
ま
れ
た
長
男
安
志
（
や
す
も
と
、
玄
喜
）
が
お
目
見
得
と
な
っ
た
。

弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
九
月
二
十
四
日
に
、
元
順
は
四
十
三
歳
で
御
医
師
と
な
る
。
嘉
永
二
（
一
八
五
○
）
十
二
月
十
五
日
に
は
さ
ら

に
一
人
扶
持
を
加
増
さ
れ
、
計
八
人
扶
持
と
な
る
。
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
四
月
十
五
口
に
さ
ら
に
一
人
扶
持
を
加
増
さ
れ
、
計
九
人
扶

持
と
な
り
本
道
兼
平
脈
伺
（
Ｈ
常
に
他
の
藩
医
と
交
替
で
藩
主
一
家
の
毎
日
の
拝
診
を
行
う
役
）
と
な
る
。
そ
し
て
、
つ
い
に
慶
唯
二
（
一
八
六

六
）
年
四
月
十
一
日
、
六
十
四
歳
で
本
道
奥
医
師
列
と
な
っ
た
。

元
順
は
そ
の
後
、
慶
應
三
（
一
八
六
七
）
年
三
月
二
十
五
日
に
本
道
兼
平
脈
伺
と
な
っ
た
玄
喜
と
と
も
に
、
土
浦
藩
主
士
屋
家
の
医
師
と

し
て
維
新
を
迎
え
る
。
維
新
後
、
明
治
三
（
一
八
七
○
）
年
に
玄
喜
に
辻
家
の
家
督
を
継
が
し
め
、
元
順
は
隠
居
し
湖
堂
と
号
し
た
。
そ
の

後
、
元
順
、
玄
喜
と
も
医
業
を
継
続
し
て
い
た
。

明
治
七
（
一
八
七
四
）
年
八
月
十
八
日
の
「
医
制
」
の
布
達
に
よ
り
東
京
、
京
都
、
大
阪
の
三
府
に
医
学
校
の
制
度
と
、
従
来
よ
り
開
業

し
て
い
る
医
師
の
た
め
の
「
試
業
」
お
よ
び
仮
免
状
の
制
度
が
設
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
元
順
お
よ
び
玄
喜
は
、
地
方
に
お
け
る
開

業
医
で
あ
っ
た
た
め
、
明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
一
月
十
二
日
の
内
務
省
達
乙
第
五
号
「
医
師
開
業
試
験
ヲ
セ
シ
ム
」
の
但
書
「
従
来
開
業

ノ
医
師
ハ
試
験
ヲ
要
セ
ス
故
二
県
庁
二
於
テ
ハ
新
一
一
免
状
ヲ
受
ケ
開
業
ス
ル
モ
ノ
ト
混
雑
セ
サ
ル
様
処
分
ス
ヘ
シ
」
の
規
定
に
よ
っ
て
、
明

治
十
一
二
八
七
八
）
年
に
茨
城
県
か
ら
医
師
開
業
鑑
札
を
受
け
医
業
に
た
ず
さ
わ
っ
た
。
明
治
十
三
（
一
八
八
○
年
）
九
月
十
二
日
、
長
男

の
玄
喜
が
五
十
歳
で
没
し
た
。
失
意
の
う
ち
に
十
一
月
二
十
七
日
に
元
順
は
七
十
八
歳
で
没
し
た
。

元
順
に
は
長
男
玄
喜
の
他
に
、
次
男
の
玄
盛
、
三
男
の
元
竜
、
そ
し
て
梅
の
死
去
の
後
要
っ
た
後
妻
の
芳
と
の
間
に
で
き
た
四
男
の
元
長
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（
二
）
辻
元
順
の
医
業

（
８
）

辻
元
順
の
医
業
に
つ
い
て
は
、
他
に
参
考
と
な
る
論
述
も
存
在
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
所
論
を
参
照
し
つ
つ
、
本
論
文
の
目
的
と
す

る
医
業
以
外
の
文
化
・
教
養
と
関
連
す
る
事
績
を
中
心
に
若
干
の
検
討
を
お
こ
な
う
に
と
ど
め
る
。
元
順
は
、
そ
の
専
科
と
も
い
う
べ
き

「
本
道
（
内
科
）
」
と
と
も
に
外
科
を
よ
く
し
た
。
そ
の
医
療
に
は
、
家
伝
さ
れ
た
本
道
の
診
療
技
術
と
と
も
に
、
華
岡
青
洲
の
舂
林
軒
で
の

（
９
）

修
業
が
大
き
く
影
響
し
て
い
た
。
元
順
は
、
師
の
青
洲
に
倣
っ
て
、
診
療
録
と
診
療
図
譜
（
ア
ト
ラ
ス
）
を
兼
ね
た
『
寄
（
奇
）
患
図
下
聿
旦

を
道
し
て
い
る
。
こ
れ
は
青
洲
の
診
断
や
治
療
方
針
を
示
し
た
『
奇
患
録
」
「
奇
患
図
」
に
影
響
を
受
け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
辻
家
に
は

（
川
）
（
Ⅲ
）

岡
本
知
斎
の
記
し
た
『
青
洲
先
生
奇
患
録
」
と
赤
石
希
沌
の
記
し
た
「
華
岡
青
洲
先
生
奇
患
図
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
元
順
は
、
そ
れ
ら

の
青
洲
の
方
法
に
よ
り
な
が
ら
、
『
寄
患
図
下
書
」
を
記
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
寄
患
図
下
害
」
に
は
「
骨
瘤
」
「
肉
瘤
」
「
結

毒
」
「
金
瘡
（
創
匡
な
ど
の
治
療
に
つ
き
、
患
者
の
来
歴
、
症
状
、
治
療
、
経
過
、
転
帰
な
ど
を
簡
に
し
て
要
を
得
た
記
述
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
一
節
を
引
く
。

と
四
人
の
男
子
が
あ
っ
た
が
、
玄
盛
は
山
田
家
に
養
子
に
出
し
、
元
竜
は
藤
田
家
に
養
子
に
出
し
、
元
竜
は
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
六
月

十
七
日
に
同
じ
く
土
浦
藩
の
医
師
見
習
と
な
り
、
明
治
元
（
一
八
六
八
）
年
七
月
十
七
日
に
平
脈
伺
と
な
っ
た
。
ま
た
、
元
長
は
実
家
の
岡

本
家
を
継
が
し
め
た
が
明
治
三
（
一
八
七
○
）
年
に
二
十
二
歳
で
天
折
し
た
。
た
め
に
辻
家
は
玄
喜
の
長
男
安
孝
（
や
す
た
か
、
養
節
）
が
継

い
だ
。
ち
な
み
に
安
孝
は
、
明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
前
年
に
開
学
し
た
東
京
大
学
医
学
部
予
科
生
徒
と
な
っ
た
。
養
節
以
後
、
辻
家

は
累
代
土
浦
に
お
い
て
医
業
に
つ
き
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

肉
瘤
谷
田
部
侯
藩
（
士
）
片
山
万
次
郎
ナ
ル
者
、
年
十
七
才
、
幼
年
ョ
リ
面
部
へ
瘤
ヲ
発
シ
図
ノ
如
ク
大
一
一
ナ
リ
来
テ
治
ヲ
求
ム
。
通
仙
散
ヲ
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こ
の
症
例
で
は
、
華
岡
流
の
麻
酔
薬
で
あ
る
通
仙
散
を
用
い
て
施
術
し
て
い
る
。
手
術
器
具
も
華
岡
流
の
「
コ
ロ
ン
メ
ス
」
に
よ
っ
て
執

刀
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
み
て
も
、
元
順
が
華
岡
外
科
の
診
療
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
患
者
の
容
態
の
変
化

に
際
し
て
、
門
人
を
差
し
向
け
診
察
と
処
置
を
さ
せ
て
い
る
な
ど
、
誠
実
か
つ
周
到
な
医
療
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
別
の
症
例
で
は
、

雲
水
僧
の
肉
瘤
切
除
に
際
し
、
麻
酔
は
無
意
識
下
に
お
い
て
心
中
の
口
外
に
お
よ
ぶ
こ
と
を
聞
く
の
で
無
麻
酔
で
切
除
を
希
望
し
た
患
者
に

対
し
て
、
患
者
の
希
望
通
り
無
麻
酔
で
切
除
に
お
よ
ぶ
な
ど
、
患
者
の
求
め
に
も
可
能
な
限
り
対
応
し
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
『
寄

患
図
下
書
一
は
、
土
浦
の
町
医
か
ら
土
浦
藩
医
へ
と
取
り
立
て
ら
れ
た
養
父
益
順
、
元
順
と
続
く
辻
家
の
誠
実
な
医
療
姿
勢
を
知
る
こ
と
が

対
し
て
、
患
者
の
希
望
屋

患
図
下
聿
呈
は
、
土
浦
（

で
き
る
史
料
で
も
あ
る
。

ま
た
、
元
順
は
診
療
技
術
の
み
な
ら
ず
、
篤
学
の
人
で
あ
っ
た
。
元
順
が
筆
写
し
た
写
本
と
し
て
稲
葉
文
礼
『
腹
證
奇
覧
」
（
文
政
五

（
い
）

（
Ⅲ
）
（
旧
）

年
写
）
、
橘
南
溪
「
痘
瘡
水
鏡
録
」
（
文
政
六
年
写
）
、
「
類
経
図
翼
抜
害
」
（
天
保
六
年
写
、
但
し
再
写
本
と
さ
れ
る
）
が
現
存
す
る
。
元
順
が
青

年
期
か
ら
壮
年
期
に
か
け
て
の
医
学
の
修
養
時
代
に
写
本
に
よ
る
独
習
に
勤
し
ん
だ
形
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
元
順
は
貧
し
い
村
民
の
診
療
も
拒
む
こ
と
な
く
応
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
「
寄
患
図
下
害
』
に
も
、
貧
民
の
骨
疾
患
を
通
仙

散
を
用
い
て
外
科
的
な
切
除
を
数
回
に
わ
た
っ
て
試
み
て
治
癒
せ
し
め
て
い
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
親
切
な
診
療
態
度
で
あ
っ
た
こ

散
を
用
い
て
副

と
が
わ
か
る
。

投
シ
薬
瞑
眩
ノ
上
コ
ロ
ン
メ
ス
ヲ
以
テ
瘤
頭
ヲ
割
キ
瘤
卜
肉
ト
ノ
分
界
ヲ
切
廻
シ
ミ
ル
ニ
、
二
分
シ
悪
キ
故
小
手
鋏
一
一
テ
分
チ
見
ル
ー
耳

門
ノ
穴
処
二
動
脈
ア
リ
。
是
ヲ
除
キ
頬
肉
二
至
レ
ハ
肉
薄
キ
故
ロ
ノ
中
へ
少
シ
切
レ
込
ミ
ァ
リ
。

先
シ
核
ヲ
ハ
徐
々
二
切
り
去
り
創
口
ヲ
縫
合
シ
繩
帯
ノ
手
当
シ
テ
其
日
平
穏
ニ
テ
安
臥
ス
。
翌
日
口
内
へ
出
血
多
分
ニ
有
り
卜
云
。
門
人

（
胆
）

元
悦
ヲ
シ
テ
造
シ
ミ
セ
シ
ム
ル
ニ
細
動
脈
ョ
リ
ノ
出
血
ナ
ル
故
、
止
血
ノ
手
当
シ
｜
プ
止
ル
。
后
日
全
治
シ
テ
帰
郷
ス

（
適
宜
、
句
読
点
を
施
し
た
）



瀧澤利行：近世地方藩医における文化活動と医師の教養形成 9(）

⑤
茶
の
湯

以
下
に
各
領
域
に
お
け
る
元
順
の
文
化
的
教
養
の
実
像
と
そ
の
水
準
を
検
討
す
る
、

し
か
し
な
が
ら
、
元
順
の
造
し
た
資
料
を
み
る
と
、
そ
こ
か
ら
推
定
さ
れ
る
知
識
人
像
は
、
川
村
が
指
摘
す
る
よ
う
な
一
定
の
公
共
的
関

心
を
も
っ
た
行
動
を
兼
備
し
た
知
識
人
像
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
い
わ
ゆ
る
「
文
人
的
」
知
識
人
像
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
な
ら
、
元
服
が

示
し
て
い
る
の
は
、
地
方
文
人
の
典
型
と
し
て
の
地
方
医
師
の
生
活
で
あ
る
。

元
順
が
造
し
た
資
料
か
ら
窺
わ
れ
る
彼
の
文
化
的
教
養
の
領
域
は
次
の
五
領
域
で
あ
る
。

医
業
の
一
方
で
、
元
順
に
つ
い
て
特
筆
し
う
る
点
は
、
多
面
的
な
文
化
的
教
養
を
も
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
藩
医
の
よ
う
な
中

級
武
士
層
の
基
本
的
教
養
基
盤
は
、
儒
学
な
い
し
は
儒
教
文
化
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
点
で
あ
る
。
後
に
再
述
す
る
が
、
川
村
肇
は
近
世

（
Ⅲ
）

後
期
に
お
け
る
在
村
知
識
人
脳
の
「
儒
学
知
」
の
形
成
過
程
と
そ
の
社
会
的
機
能
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
検
討
の
対
象
と

な
っ
た
歴
史
的
事
例
に
お
い
て
も
知
識
人
層
の
中
核
に
は
在
村
の
医
師
が
い
た
。
そ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
元
順
も
近
世
後
期
の
地
方
知
識
人

の
範
嶢
に
属
す
る
と
い
え
る
。

④
害

①
和
歌

②
漢
詩

③
絵
画

三
、
辻
元
順
の
医
業
以
外
の
教
養
形
成

二
）
辻
元
順
の
文
化
的
教
養
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ま
ず
、
元
順
が
最
も
専
心
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
和
歌
の
実
像
と
そ
の
水
準
に
つ
い
て
考
按
す
る
。
元
順
の
和
歌
は
、
そ
の
多
く
が
短
冊

の
作
品
と
し
て
造
さ
れ
て
い
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
か
な
り
の
能
書
家
で
あ
っ
た
元
順
の
手
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
短
冊
作
砧
の
中
で
彼

の
和
歌
の
世
界
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
自
然
や
風
景
を
詠
ん
だ
作
が
多
く
、
澄
明
な
印
象
を
あ
た
え
る
作
が
多
い
。
い
く
つ
か

（
ｒ
）

の
歌
作
を
収
載
す
る
。

冬
月
ふ
き
は
ら
ふ
あ
ら
し
の
あ
と
は
雲
も
な
く

霜
に
さ
や
け
き
冬
の
夜
の
月

①
和
歌

ま
ず
、

氷
初
結

薄
氷
む
す
ひ
初
た
る
池
の
面
は

月
も
さ
や
か
に
す
ま
れ
さ
り
け
り

ま
ず
、
現
存
す
る
作
の
巾
で
注
目
さ
れ
る
点
は
、
「
川
」
を
詠
ん
だ
歌
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。

月
前
落
葉

月
の
す
む
山
の
松
風
聲
た
て

さ
と
は
落
葉
の
時
雨
ふ
る
也
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端
然
と
し
て
澄
明
を
め
ざ
し
た
元
順
に
し
て
は
ほ
の
か
な
心
境
を
詠
ん
だ
作
と
い
え
、
仮
託
で
は
あ
ろ
う
が
元
順
の
詠
歌
が
必
ず
し
も
淡

色
調
の
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
孫
の
養
節
が
東
京
大
学
医
学
部
生
徒
と
し
て
東
京
に
出
る
際
に
詠
ん
だ
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
歌
に
次
の
よ
う
な
作
が
あ
る
。

せ
さ
れ
る
。

家
つ
と
に
と
て
ひ
ろ
え
来
ま
せ
よ

我
安
志
の
子
こ
た
ひ
薬
師
の
業
を
ま
な
は
ん
と
て
む
さ
し
な
る
都
を
さ
し
て
ま
ふ
の
ほ
り
け
る
に
よ
み
て
お
く
り
ぬ

水
き
ょ
き
す
み
た
川
原
の
真
白
た
ま

被
知
恋

包
ほ
と
さ
き
た
つ
袖
の
う
き
な
み
た

し
つ
め
か
ね
て
そ
人
に
し
れ
つ
シ

以
上
の
詠
歌
を
み
る
と
、
奇
を
街
わ
ず
、
手
堅
い
作
歌
を
心
が
け
な
が
ら
、
詩
興
は
か
ま
え
て
澄
明
さ
に
重
き
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
察

と
は
い
え

お
も
ひ
つ
鼻
ぬ
れ
は
や
ね
や
に
を
も
か
け
の

さ
す
か
と
み
れ
は
冬
の
夜
の
月

（
無
題
）

一
方
で
次
の
よ
う
な
歌
も
遺
さ
れ
て
い
る
。
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こ
の
歌
に
は
孫
を
送
り
出
す
際
に
自
身
と
同
じ
く
医
を
志
す
孫
へ
の
期
待
と
、
そ
の
研
讃
と
大
成
と
を
願
う
思
い
が
前
面
に
出
て
お
り
、

自
然
を
詠
ん
だ
元
順
の
歌
と
は
感
興
の
異
な
る
医
業
に
対
す
る
世
代
継
承
へ
の
関
心
が
表
れ
て
お
り
、
元
順
が
歌
を
日
常
の
感
情
表
現
の
手

段
と
し
て
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
な
祝
い
の
際
な
ど
に
も
詠
ん
だ
歌
も
数
首
造
さ
れ
て
お
り
、
元
順
が
和
歌
を
生
活
化
し

て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

②
漢
詩
・
絵
画

次
に
漢
詩
と
絵
画
に
つ
い
て
み
る
。
現
存
す
る
元
順
の
漢
詩
は
少
な
い
が
、
和
歌
よ
り
も
壮
年
期
に
創
ら
れ
た
作
が
遣
っ
て
い
る
。
漢
詩

（
脂
）

の
場
合
に
は
「
竹
陰
散
人
」
の
号
を
用
い
て
い
る
。
扇
面
に
表
裏
に
書
か
れ
た
七
言
絶
句
が
あ
る
。

我
安
志
の
子
こ
た
ひ
薬
師
の
業
を
ま
な
ひ
え
む
と
て
む
さ
し
な
る
み
や
こ
に
ま
ふ
の
ほ
り
け
る
お
り
に
ょ
み
て
お
く
り
ぬ

隅
田
川
き
ょ
き
流
れ
に
あ
そ
ひ
ゐ
て

こ
こ
ろ
の
玉
を
み
か
き
出
せ
よ

（
表
）
昨
々
揚
鞭
呼
不
驚

群
羊
多
少
睡
難
醒

祠
神
是
似
憐
訶
客

俄
促
雨
師
払
塵
清

（
裏
）
突
々
幽
香
傍
刷
栽
変
々
た
る
幽
香
卿
に
傍
ひ
て
栽
う

昨
々
鞭
を
揚
げ
呼
ぶ
も
驚
か
ず

群
羊
多
少
睡
り
て
醒
め
難
し

祠
神
是
れ
似
た
り
訶
客
を
憐
れ
む
に

俄
に
雨
師
を
促
し
て
塵
を
払
い
て
清
か
ら
し
む
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と
も
に
七
言
絶
句
と
し
て
作
詩
さ
れ
て
い
る
が
、
表
面
の
詩
は
押
韻
が
定
則
を
破
り
平
灰
も
合
っ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
裏
面
の
詩

は
詩
中
に
同
一
の
字
を
用
い
て
い
る
箇
所
が
二
カ
所
あ
り
、
こ
れ
も
通
常
の
漢
詩
作
法
を
は
ず
し
て
い
る
。
詩
興
も
情
景
を
描
写
し
た
平
凡

な
も
の
で
あ
る
。
特
に
裏
面
の
詩
は
前
二
句
が
「
剛
」
、
後
二
句
が
「
風
」
を
詠
じ
て
お
り
、
焦
点
が
散
漫
な
印
象
を
受
け
る
。

こ
の
詩
一
篇
で
即
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
若
書
き
の
こ
と

も
あ
る
が
文
人
の
詠
ず
る
漢
詩
と
し
て
は
平
凡
で
、
漢
詩
の
作
法
を

ケ
壺
口
■
負
ザ

ー
酋
日
１
ワ
Ｇ
Ｉ
ザ
ザ

鯉

口
‐

錘
蒋
函

南
画
の
基
礎
的
修
練
の
画
題
と
し
て
蘭
・
菊
・
梅
・
竹
を
四
君
子

紫
茎
緑
葉
向
舂
開

晩
来
庭
院
微
風
（
散
）

吹
送
清
香
度
竹
来

竹
蔭
散
人

紫
茎
緑
葉
春
に
向
ん
と
し
て
開
く

晩
来
庭
院
微
風
散
ず

清
香
を
吹
き
送
り
て
竹
を
度
り
来
る

風
下
脱
散
字
（
風
下
散
字
を
脱
す
）
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と
称
す
る
が
、
元
順
も
墨
一
色
の
蘭
を
扇
面
画
と
し
て
遺
し
て
い
る
。

ま
た
、
彩
色
さ
れ
た
画
と
し
て
は
、
神
農
図
、
大
黒
天
図
、
鍾
埴
図
、
柿
本
人
麻
呂
図
な
ど
を
遺
し
て
い
る
（
写
真
２
）
。
画
風
は
南
画

の
基
本
を
押
さ
え
た
堅
実
な
画
風
で
あ
り
、
大
黒
天
図
や
柿
本
人
麻
呂
図
で
は
瓢
逸
と
し
た
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
筆
致
を
み
せ
て
い
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
修
練
が
「
寄
患
図
下
書
」
に
お
け
る
患
者
の
病
態
図
の
描

９
Ｆ
尻
０
０

．
Ｚ
球
ｌ
狼

画
法
に
一
定
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
窺
え
る
。

０
分
〃
ｈ

凸
〃
〃
，
ｌ
ｌ
ｐ

Ｆ
Ｉ
ｆ
ｄ

‐
，
．
、
叫
恥
言
士

が‘

垂

ロノ
ノノ

．,L

ザ1
J，

‐I

t:〃

と．k

．諺識
b一一F

＜
、

参七皐・
’）§

聯《
、

州ヲ
な私
蜂絶
上県《

ｊ
１
４
ｒｆ

叱
札
吟
や
７
ｊ
ｈ
Ｊ
』

ｂ

（
》
，
缶
汎
十
・
１

､』.ノ

方
一

ノノ．ダ

-･{t
『

白
式
〃
Ｄ
Ｊ

、
陥
止

〆

‘ル｡
］

止

小
い
‐
、

ｖ
‐
０
、

船
．
牟
止

兀順和歌短冊写真3

③
害
元
順
の
害
は
、
『
寄
患
図
下
書
」
な
ど
に
み
ら
れ
る
漢
字
偕
書
と
和
歌
短
冊

や
書
状
な
ど
に
み
ら
れ
る
草
体
・
仮
名
書
の
二
種
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
全

体
と
し
て
は
偕
言
は
謹
直
な
印
象
を
う
け
る
吉
で
あ
る
が
、
布
置
章
法
（
書
道

に
お
い
て
は
文
字
の
配
置
お
よ
び
全
体
の
構
成
美
を
さ
す
）
に
お
い
て
や
や
難
が

あ
る
と
み
ら
れ
る
。
む
し
ろ
、
行
草
か
な
に
お
い
て
そ
の
本
領
を
発
揮
し
て
い

る
。
特
に
和
歌
短
冊
に
お
い
て
は
青
蓮
院
流
（
御
家
流
）
の
流
麗
な
仮
名
書
を

も
の
し
て
お
り
、
相
当
の
手
跡
で
あ
る
（
写
真
３
）

④
茶
の
湯

元
順
は
ま
た
茶
の
湯
を
よ
く
し
た
。
流
派
は
石
州
流
を
修
め
た
。
片
桐
石
見

守
貞
昌
を
流
祖
と
す
る
石
州
流
は
、
貞
昌
が
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
の
茶
道
指
南

と
な
り
、
さ
ら
に
貞
昌
の
弟
子
が
大
名
諸
家
の
茶
道
職
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
こ
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業
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
三
点
は
、
元
順
自
身
が
常
陸
国
の
文
人
に
よ
る
文
化
的
サ
ー
ク
ル
の
一
つ
の
核
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
土
浦
周
辺
の
文
人

と
の
交
流
を
推
測
さ
せ
る
の
は
、
常
陸
周
辺
の
文
人
の
詩
作
や
扁
額
、
揮
毫
な
ど
を
元
順
が
遺
し
て
い
る
と
と
も
に
、
色
紙
短
冊
貼
交
屏
風

第
一
点
は
、
元
順
の
文
化
的
教
養
は
、
近
世
後
期
文
人
の
典
型
的
な
教
養
内
容
で
あ
っ
た
。
和
歌
、
漢
詩
、
南
画
、
書
、
茶
道
と
相
互
に

関
連
す
る
諸
芸
を
ほ
ぼ
併
行
し
て
修
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
の
興
味
や
熟
達
の
程
度
に
は
そ
れ
ぞ
れ
程
度
の
差

が
あ
り
、
元
順
の
場
合
は
明
ら
か
に
和
歌
に
強
い
関
心
が
あ
り
、
漢
詩
や
南
画
に
つ
い
て
は
常
識
的
な
教
養
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
と
い
え
る

が
、
彼
が
造
し
た
作
品
な
ど
か
ら
は
、
単
な
る
道
楽
に
と
ど
ま
ら
な
い
真
蟄
な
修
練
の
軌
跡
が
窺
わ
れ
る
。
そ
の
医
業
と
同
様
に
実
直
に
修

か
で
は
な
い
。

第
二
点
と
し
て
、
そ
の
文
化
的
教
養
に
は
あ
る
種
の
修
養
的
性
格
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
一
側
面
は
本
業
で
あ
る
医
業
と
の
関
連
性
に
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
画
題
を
神
農
図
や
鍾
埴
図
な
ど
医
や
病
魔
除
け
な
ど
と
の
関
連
で
選
ん
で
い
る
点
な
ど
は
、
文
人
趣
味
と
し
て
の
絵
画

に
と
ど
ま
ら
ず
、
ど
こ
か
医
業
の
修
養
的
要
素
を
思
わ
せ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
元
順
自
身
が
そ
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
た
か
否
か
は
定

と
か
ら
大
名
茶
道
と
し
て
発
展
し
た
。
土
浦
藩
も
石
州
流
を
採
っ
て
い
た
。
元
順
の
遣
し
た
茶
道
関
連
の
遺
品
と
し
て
は
、
茶
釜
、
水
差
、

（
卿
）

香
合
な
ど
の
茶
道
具
の
他
、
数
点
の
石
州
流
の
伝
書
の
筆
写
本
が
あ
り
、
「
眞
台
子
九
段
之
秘
事
」
の
写
本
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
諸
流
派
に
お

い
て
師
範
級
の
伝
承
で
あ
る
眞
台
子
点
前
の
修
練
も
行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
相
当
に
執
心
し
、
ま
た
研
讃
を
積
ん
で
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
一
点
は
、
元
席

（
二
）
辻
元
順
の
文
化
・
教
養
の
特
徴

以
上
に
み
た
よ
う
に
、
辻
元
順
の
文
化
・
教
養
は
多
方
面
に
お
よ
ん
で
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
特
徴
は
い
く
つ
か
の
点
に
集
約
す
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な
ど
、
周
辺
（

一
詰
っ
て
い
る
。

第
四
点
は
世
代
継
承
性
で
あ
る
。
和
歌
の
素
養
は
元
順
か
ら
玄
喜
へ
と
伝
え
ら
れ
、
玄
喜
も
和
歌
数
首
を
遺
し
て
お
り
、
父
の
影
響
を
受

け
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
蓋
し
元
順
は
玄
喜
に
対
し
て
医
業
の
継
承
者
と
し
て
一
定
の
教
養
形
成
を
要
求
し
た
も
の
と
も
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
近
世
後
期
地
方
医
師
と
し
て
の
元
順
に
お
け
る
教
養
形
成
の
軌
跡
は
、
地
域
差
の
観
点
か
ら
み
て
一
般
化
は
で
き
な
い
に

し
て
も
、
近
世
後
期
地
方
医
師
が
ど
の
よ
う
な
知
的
・
文
化
的
環
境
の
中
で
生
き
、
そ
う
し
た
文
化
的
環
境
か
ら
の
影
響
を
い
か
に
し
て
内

在
化
し
人
間
形
成
を
遂
げ
て
い
っ
た
か
を
知
る
上
で
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

ら
し
え
た
の
か
。

貝
原
益
軒
は
、

以
上
に
み
た
辻
元
順
の
教
養
形
成
の
あ
り
方
を
参
照
枠
と
し
た
場
合
、
当
時
の
医
師
の
あ
り
方
に
関
す
る
見
解
か
ら
み
て
、
そ
れ
は
ど
の

よ
う
に
評
価
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
元
順
の
教
養
形
成
は
、
医
師
と
し
て
の
元
順
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
評
価
を
も
た

凡
（
そ
）
医
と
な
る
者
は
、
先
儒
書
を
よ
み
、
文
義
に
通
ず
べ
し
。
文
義
通
ぜ
ざ
れ
ば
、
医
書
を
よ
む
ち
か
ら
な
く
し
て
、
医
学
な
り
が

た
し
。
又
経
伝
の
義
理
に
通
ず
れ
ば
、
医
術
の
義
理
を
知
り
や
す
し
。

故
に
孫
思
遡
Ｈ
、
「
凡
そ
大
医
た
る
に
は
先
づ
儒
書
に
通
ず
べ
し
」
（
と
）
。
又
Ｈ
、
「
易
を
知
ら
ざ
れ
ぱ
、
以
て
医
と
な
る
べ
か
ら
ず
」

（
と
）
・
此
言
、
信
ず
べ
し
。
諸
芸
を
ま
な
ぶ
に
、
皆
文
学
を
本
と
す
べ
し
、
文
学
な
け
れ
ば
、
わ
ざ
熱
し
て
も
理
に
く
ら
く
、
術
ひ
き

し
。
ひ
が
事
多
け
れ
ど
、
無
学
に
て
は
わ
が
あ
や
ま
り
を
し
ら
ず
。
医
を
学
ぶ
に
、
殊
に
文
学
を
基
と
す
べ
し
。
文
学
な
け
れ
ば
医
書
を

四
、
近
世
後
期
の
医
師
に
と
っ
て
の
文
化
・
教
養

周
辺
の
文
人
が
も
の
し
た
作
品
を
集
め
た
趣
味
豊
か
な
文
物
を
遣
し
て
お
り
、
文
人
同
士
の
交
友
の
中
心
に
元
順
が
い
た
こ
と
を
物

『
養
生
訓
」
に
お
い
て
、
医
師
は
ま
ず
「
文
義
」
に
通
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。
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こ
の
節
に
お
い
て
、
益
軒
は
、
医
学
を
学
ぶ
た
め
に
は
ま
ず
儒
学
と
易
を
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
「
文

学
」
に
通
じ
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
文
学
と
は
必
ず
し
も
文
芸
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
書
物
を
読
解
す
る
こ
と
と
解

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
益
軒
は
、
自
分
の
見
間
違
い
も
多
い
だ
ろ
う
が
、
少
な
く
と
も
無
学
で
は
自
分
の
誤
り
す
ら
わ
か
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と

述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
み
て
、
益
軒
が
医
師
に
と
っ
て
広
い
意
味
で
の
「
文
学
」
が
必
須
の
教
養
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
し
て
よ
い

尾
張
藩
藩
医
淺
井
南
瞑
の
門
人
で
梅
毒
の
治
療
書
『
徽
瘡
約
言
』
の
著
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
淺
井
南
皐
二
七
六
○
～
一
八
二
六
）
は
、

そ
の
著
書
『
養
生
録
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
医
師
像
の
批
判
を
行
っ
て
い
る
。

し
」
枠
咄

う
に
理
解
さ
れ
た
か
。

だ
ろ
う
。

（
帥
）

よ
み
が
た
し
。

《
」
午
ふ
、

）
１
Ｖ

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
十
分
な
精
査
が
及
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
管
見
で
は
必
ず
し
も
そ
の
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た

一
凡
医
を
択
ふ
（
に
）
博
識
多
才
の
学
医
を
必
よ
し
と
す
べ
か
ら
ず
世
間
流
行
の
時
医
も
亦
よ
し
と
す
べ
か
ら
ず
、
尚
更
無
学
文
盲
に

て
世
上
の
交
善
し
使
弁
利
口
の
輩
な
ど
は
論
す
る
に
た
ら
ず
只
大
胆
小
心
に
し
て
精
意
精
術
の
人
善
と
す
べ
し

一
惣
じ
て
医
術
は
精
し
き
を
尊
ふ
博
学
多
才
を
貴
ば
ず
多
芸
に
し
て
俗
事
に
よ
く
わ
た
る
を
貴
ば
ず
世
家
に
し
て
強
大
な
る
を
貴
ば
す

（
釧
）

唯
々
医
術
の
み
に
深
切
に
し
て
朝
夕
煉
磨
の
功
を
積
た
る
を
よ
し
と
す

い
え
な
い
。

元
順
が
嗜
ん
だ
和
歌
や
漢
詩
、
絵
画
、
害
、
茶
の
湯
と
い
っ
た
諸
芸
を
医
師
が
身
に
つ
け
よ
う
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
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こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
南
皐
が
医
師
の
「
博
識
（
学
）
多
才
」
の
「
学
医
」
を
否
定
的
に
み
て
お
り
、
「
多
芸
」
と
「
俗
事
に
よ
く
わ
た

る
」
こ
と
を
排
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
益
軒
と
同
様
に
「
無
学
」
な
者
は
当
然
に
し
て
論
外
で
あ
る
が
、
さ
り
な
が
ら
博
学
多

才
も
ま
た
良
医
の
条
件
と
は
い
え
な
い
と
す
る
。

益
軒
と
南
皐
と
に
共
通
す
る
見
解
は
、
「
医
術
へ
の
専
心
」
で
あ
っ
た
。
益
軒
は
「
凡
（
そ
）
医
は
医
道
に
専
一
な
る
べ
し
」
と
明
言
す

る
。
白
杉
悦
雄
は
「
庸
医
」
と
題
す
る
論
考
に
お
い
て
、
近
世
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
庸
医
の
と
ら
え
方
に
関
す
る
諸
記
述
を
と
り
あ

（
”
幸

げ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
南
皐
が
指
摘
す
る
「
世
間
流
行
の
時
医
」
や
「
俵
弁
利
口
の
輩
」
と
同
様
の
状
況
を
批
判
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

の
点
か
ら
み
て
、
医
術
へ
の
専
心
こ
そ
が
医
師
の
専
務
で
あ
っ
て
、
他
の
才
芸
に
そ
の
意
が
及
ぶ
こ
と
は
医
師
と
し
て
採
る
べ
き
と
こ
ろ
で

は
な
い
と
の
考
え
方
は
、
近
世
後
期
に
お
い
て
も
ほ
ぼ
普
遍
的
な
見
解
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
と
み
て
よ
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
元
順
が
展
開
し
て
い
た
い
わ
ば
古
典
的
文
化
・
教
養
の
世
界
は
、
一
方
で
は
南
皐
が
い
う
「
博
識
（
学
）
多
才
」
と
解

さ
れ
る
側
面
を
も
ち
な
が
ら
、
他
方
で
そ
れ
ら
が
「
俵
弁
利
口
」
に
通
ず
る
世
俗
化
さ
れ
た
遊
芸
と
は
異
な
る
き
わ
め
て
高
い
「
修
養
的
」

要
素
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
み
た
元
順
の
医
業
の
一
端
と
教
養
の
関
係
性
か
ら
み
て
も
十
分
察
せ
ら
れ
る
。
元
順
の
修
め
た
教

養
内
容
は
、
単
に
医
業
の
傍
ら
で
趣
味
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
水
準
を
超
え
、
彼
の
生
き
る
口
々
に
お
い
て
生
活
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
客
観
化
さ
れ
た
関
係
性
は
提
示
で
き
な
い
が
、
元
順
に
み
ら
れ
る
医
業
や
患
者
へ
の
誠
実
さ
は
、
彼
の
医

学
修
業
の
も
つ
意
味
と
と
も
に
、
文
化
的
教
養
形
成
の
蓄
積
が
彼
の
医
学
へ
の
修
養
に
大
き
く
影
響
し
た
こ
と
は
想
像
の
域
を
一
歩
超
え
る

も
の
で
あ
る
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
い
か
。

川
村
肇
は
、
在
村
知
識
人
の
儒
学
教
養
の
形
成
過
程
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
彼
ら
の
修
得
し
た
「
儒
学
知
」
が
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
意
識

（
鋤
）

や
村
落
共
同
体
の
形
成
と
発
展
へ
の
志
向
を
培
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
川
村
が
取
り
上
げ
て
い
る
在
村
知
識
人
は
、
そ
の
少
な
か
ら

ぬ
者
が
在
村
医
師
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
稿
と
時
代
を
同
じ
く
す
る
医
師
の
教
養
水
準
は
、
地
方
共
同
体
社
会
の
形
成
に
一
定
の
影
響
を

あ
た
え
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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本
稿
で
は
、
近
世
後
期
の
土
浦
藩
医
辻
元
順
の
文
化
的
教
養
形
成
の
軌
跡
を
み
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
教
養
内
容
の
水
準
に
つ
い
て
の
若

干
の
考
察
と
そ
れ
が
も
た
ら
す
医
師
と
し
て
の
自
己
形
成
あ
る
い
は
修
養
的
要
素
と
の
関
連
を
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
近
世
後
期
医
師
の

生
活
世
界
に
お
け
る
教
養
内
容
に
は
医
学
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
内
容
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
例
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
そ
の
者
自

身
の
修
養
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
、
世
代
継
承
性
を
も
含
ん
で
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
こ
で
、
緒
言
に
示
し
た
医
師
の
文
化
・

教
養
と
水
準
と
医
療
に
関
す
る
四
点
の
仮
説
の
う
ち
、

①
医
療
者
の
医
療
思
想
や
診
療
態
度
、
あ
る
い
は
医
療
技
術
は
、
そ
の
人
自
身
の
文
化
・
教
養
の
水
準
と
比
例
す
る
。

②
医
療
者
の
文
化
・
教
養
の
水
準
は
そ
の
人
自
身
の
文
化
的
経
験
に
依
存
す
る
。

の
二
点
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
程
度
で
そ
の
妥
当
性
を
例
証
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
る
。

元
順
の
例
に
み
る
よ
う
に
、
幅
広
い
教
養
と
自
然
や
人
間
、
社
会
へ
の
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
感
覚
こ
そ
が
患
者
を
診
る
眼
を
豊
か
に
し
て
い

く
こ
と
は
、
医
療
の
あ
り
方
の
本
質
を
支
え
る
経
験
で
あ
る
と
と
も
に
、
近
世
後
期
に
お
け
る
医
師
の
あ
り
方
の
み
な
ら
ず
、
普
遍
的
な
医

療
従
事
者
に
と
っ
て
の
文
化
的
経
験
の
重
要
性
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
、
辻
元
順
の
生
き
方
は
、
医
療
者
に
と
っ
て
の
文
化
的
教
養
の
あ
り
方
を
示
範
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
な
お
、
緒
言
で
示

元
順
は
、
土
浦
の
地
方
都
市
の
藩
医
で
あ
り
、
川
村
の
論
ず
る
医
師
群
と
は
異
な
る
社
会
基
盤
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
純
な
類
比

は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
近
世
後
期
地
方
医
師
の
自
己
形
成
を
考
察
す
る
際
に
、
医
師
の
も
つ
医
学
以
外
の
教
養
が
社
会
に
対
し
て

開
か
れ
た
可
能
性
を
示
す
場
合
と
と
も
に
、
医
師
の
内
面
的
修
養
に
作
用
し
て
医
師
と
し
て
の
人
間
形
成
に
お
い
て
価
値
的
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
も
ま
た
顧
慮
す
べ
き
論
点
で
あ
る
と
い
え
る
。

そ
の
意
味
で
、

し
た
残
る
二
点
、

五
、
結
語
Ｉ
医
師
の
知
は
医
学
の
み
か
Ｉ

す
な
わ
ち
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③
そ
の
時
代
の
医
療
の
質
を
規
定
す
る
の
は
そ
の
時
代
の
文
化
水
準
で
あ
る
。

④
広
義
の
保
健
医
療
の
成
果
と
は
人
間
と
社
会
の
文
化
的
洗
練
の
象
徴
で
あ
る
。

に
つ
い
て
は
、
本
稿
の
結
論
と
論
理
的
に
は
通
じ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
が
、
詳
細
な
論
証
は
他
の
多
く
の
社
会
的
慣
習
な
ど
の
要
因
も
検

討
す
る
必
要
が
あ
り
、
他
日
を
期
し
た
い
。

謝
辞

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
土
浦
市
立
博
物
館
の
木
塚
久
仁
子
学
芸
員
そ
の
他
土
浦
市
立
仲
物
館
の
方
々
に
多
大
な
援
助
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
に
記
し
て
念
と
い
た
し
ま
す
。

号
五
九
六
）
の
翻
刻
に
よ
っ
た
。

（
８
）
土
浦
藩
の
藩
医
の
活
動
に
つ
』

文
献
・
注

（
１
）
中
野
進
『
医
師
の
世
界
』
勁
草
書
房
、
東
京
、
一
九
七
六

（
２
）
中
野
進
『
新
・
医
師
の
世
界
そ
の
社
会
学
的
分
析
」
勁
草
書
房
、
東
京
、
一
九
九
六

（
３
）
新
村
拓
「
古
代
医
療
官
人
制
の
研
究
典
薬
寮
の
構
造
』
法
政
大
学
出
版
会
、
東
京
、
一
九
八
三

（
４
）
新
村
拓
「
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
古
代
中
世
の
民
衆
生
活
と
医
療
」
法
政
大
学
出
版
会
、
東
京
、
一
九
八
五

（
５
）
田
崎
哲
郎
「
在
村
の
剛
学
」
名
著
出
版
、
東
京
、
一
九
八
五

（
６
）
青
木
歳
幸
「
在
村
蘭
学
の
研
究
」
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九
八

（
７
）
辻
元
順
の
履
歴
事
項
は
、
国
立
国
文
学
資
料
館
史
料
館
常
陸
国
土
屋
家
文
書
「
土
浦
分
限
帳
」
（
資
料
番
号
三
三
○
）
、
「
家
中
年
譜
」
（
資
料
番

本
稿
の
要
旨
は
平
成
十
六
年
十
二
月
十
八
日
の
日
本
医
史
学
会
・
日
本
歯
科
医
史
学
会
・
日
本
獣
医
史
学
会
の
合
同
例
会
で
発
表
し
た
。

土
浦
藩
の
藩
医
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
石
塚
眞
『
土
浦
藩
の
医
師
た
ち
」
筑
波
耆
林
、
茨
城
、
一
九
九
六
。
辻
家
の
医
業
に
つ
い
て
は
、
長
田 ｝

一



瀧澤利行：近世地方藩医における文化活動と医lmiの教養形成 102

へへへへへへへへへ

2322212()1918171615
…ーーー……ー

（
Ⅲ
）
辻
家
資
料
、
土
浦
市
立
博
物
館
寄
託
「
痘
瘡
水
鏡
録
」
（
写
本
）
、
原
著
の
橘
南
溪
（
一
七
五
三
’
一
八
○
五
）
は
古
方
派
の
人
で

の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
た
。
『
傷
寒
外
伝
」
（
寛
政
八
年
）
な
ど
の
著
述
が
あ
る
（
小
曽
戸
、
前
掲
書
）
。

（
巧
）
辻
家
資
料
、
土
浦
市
立
博
物
館
寄
託
『
類
経
図
翼
抜
聿
昌
（
再
写
本
）
、
張
介
賓
『
類
経
図
翼
」
か
ら
の
抜
粋
写
本
で
あ
る
。

（
略
）
川
村
肇
『
在
村
知
識
人
の
儒
学
』
思
文
開
出
版
、
京
都
、
一
九
九
六

（
Ⅳ
）
現
存
の
和
歌
短
冊
は
、
す
べ
て
辻
家
資
料
、
土
浦
市
立
博
物
館
寄
託

（
昭
）
現
存
の
扇
面
は
、
辻
家
資
料
、
土
浦
市
立
博
物
館
寄
託

（
岨
）
辻
家
資
料
、
土
浦
市
立
博
物
館
寄
託
、
石
州
流
「
眞
台
子
九
段
之
秘
事
」

（
洲
）
貝
原
益
軒
「
養
生
訓
』
一
七
一
三
（
石
川
謙
校
訂
『
養
生
訓
・
和
俗
童
子
訓
」
、
一
二
五
頁
、
岩
波
書
店
、
東
京
、
一
九
六
一
）

（
別
）
淺
井
南
皐
「
養
生
録
」
、
巻
之
中
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
、
一
八
一
七

（
塊
）
白
杉
悦
雄
「
庸
医
」
（
吉
田
忠
・
深
瀬
泰
旦
編
「
東
と
西
の
医
療
文
化
」
、
九
五
’
二
三
頁
、
恩
文
閣
出
版
、
京
都
、
二
○
○
一

（
咽
）
辻
家
資
料
、
土
浦
市
立
博
物
館
寄
託
「
腹
証
奇
覧
」
（
写
本
）
、
原
著
の
稲
葉
文
礼
「
腹
証
奇
覧
」
は
正
編
が
享
和
元
年
二
八
○
一
）
刊
、
後

編
が
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
刊
。
日
本
に
お
け
る
古
方
派
の
代
表
的
腹
診
害
と
さ
れ
る
（
小
曽
戸
洋
「
日
本
漢
方
典
籍
辞
典
」
大
修
館
書
店
、

（
皿
）
前
掲
書
（
８
）
、
「
肉
瘤
」
の
項

（
９
）
辻
家
資
料
、
土
浦
市
立
博
物
館
寄
託
『
寄
患
図
下
書
」

（
川
）
辻
家
資
料
、
土
浦
市
立
博
物
餅
寄
託
『
華
岡
青
洲
先
生
奇
想
図
」
（
赤
石
希
弛
識
）

（
Ⅱ
）
辻
家
資
料
、
土
浦
市
立
博
物
館
寄
託
「
青
洲
先
生
奇
患
録
」
（
岡
本
知
斎
写
本
）

東
京
、
一
九
九
九
）

直
子
「
幕
末
期
土
浦
藩
の

館
、
茨
城
、
二
○
○
四
）

貝
原
益
軒
「
養
生
訓
』

淺
井
南
皐
「
養
生
録
」
、

白
杉
悦
雄
「
庸
医
」
奎

川
村
、
前
掲
書
（
略
）

一
側
而
ｌ
辻
家
医
療
の
記
録
か
ら
」
（
土
浦
市
立
博
物
館
編
『
土
浦
藩
医
辻
元
順
』
、
四
八
Ｉ
五
四
頁
、
土
浦
市
立
博
物

一
八
○
九
’
一
八
一
○

（
茨
城
大
学
教
育
学
部
）

一
傷
寒
論
」
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